領域12インフォーマルミーティング　議題
　このたびの東日本大震災でお亡くなりになられた方に心からお悔やみ申し上げますとともに、被災された会員及び関係の方に心よりお見舞い申し上げます。物理学会が中止になったことを受け、中止になったインフォーマルミーティングをメイルにより代替したいと思います。以下の審議事項があります。理事会への報告の必要がありますので、３月３１日午後５時までを審議期間といたします。各事項について、賛成の方は特にご意見をお寄せいただかなくてもかまいません。各審議事項に関しては反対あるいは不承認の方のみ、１，２については別候補のお名前とともに、３については反対の理由等のご意見をそれぞれの領域運営委員に、審議期間内にお寄せください。

領域代表　片岡幹雄（奈良先端科学技術大学院大学）
審議事項

1． 次期領域副代表(任期2011年10月～2012年9月)の推薦

渡辺純二（大阪大学大学院生命機能研究科）（化学物理分野）
2． 次々期領域運営委員(任期2011年10月～2012年9月)の推薦　
ソフトマター分野　小山　岳人（独立行政法人海洋研究開発機構）
化学物理分野　山室　憲子（東京電機大）
生物物理分野　古谷　祐詞（分子科学研究所）
3． 日本物理学会若手奨励賞（領域１２）授賞規定細則の改定

審査委員長（領域代表）の推薦する審査委員については、インフォーマルミーティングで承認を受ける、となっていましたが、他領域の領域代表等から公平性に欠けるのではないかと疑義が出されました。他の領域では事後報告制となっています。そこで、本領域も他の領域と整合性を取るために、事後報告制にしてはいかがと考えます。主として道義的な観点と思いますので、審査委員の任期が終わってから報告するということで、1年後の9月のインフォーマルミーティングで報告する、と変更するのはいかがでしょうか。
（別紙）

4． 若手賞審査委員の推薦（審査委員長　木村康之）
もし、上記改定が承認されれば、今年から適用したいと思います。
報告事項

1． 第6回若手賞公募（審査委員長　木村康之）

6月に公募が開始されます。大勢の方の応募をお待ちします。

2． 秋季大会でのシンポジウム、招待講演の提案募集
領域12を活性化するために、積極的な提案をお願いします。合同セッションの場合、主領域はどれか明確にしてください。

3． 論文賞について
今年度は、領域12に自薦、他薦ともありませんでした。来年度は積極的な応募をお願いいたします。
4． 科研費細目について
これまで数物科学系、物理学にあった細目“化学物理・生物物理”は、平成25年度以降“化学物理・生物物理・ソフトマター”として存続することになる予定です。この細目へ申請数は、物理学の他の細目に比べてかなり少ないので、次の見直しの時は、削除される危険性すらあります。領域12の発表数を増やすことと同様、この細目への申請数も増やさなければいけません。
5． 若手賞受賞講演について

若手賞受賞講演は、９月または３月に延期になりました。授賞式もそれに併せて行います。
（別紙）

日本物理学会若手奨励賞（領域１２）授賞規定細則 

現行（平成22年9月のインフォーマルミーティングで承認）

１．審査委員会 

審査委員会は，授賞時の領域代表，前領域代表、次期領域代表および，領域代表が委嘱する６名の委員の計9名で構成し，領域代表（審査時は領域副代表）が委員長となる．審査委員は，領域代表（審査時は領域副代表）が提案し、インフォーマルミーティングで承認を受ける．領域代表が委嘱する審査員の任期は2年とし，任期後３年間は再任できないものとする．ただし経過措置として，初年度は領域代表が委嘱する6名のうち半数は任期1年とする． 

1） この規定にかかわらず3年以内に審査委員を経験した者が次期領域代表に選ばれた場合、次期領域代表の際は審査委員を務めるが、領域代表及び前領域代表の時は、直接審査に加わらないこととする。

2） 現に審査委員の任期中の者が次期領域代表に選ばれた場合は、例外的に前領域代表までの任期計４年間を務める。
改訂案

１．審査委員会

審査委員会は，授賞時の領域代表，前領域代表、次期領域代表および，領域代表が委嘱する６名の委員の計9名で構成し，領域代表（審査時は領域副代表）が委員長となる．審査委員は，領域代表（審査時は領域副代表）が提案し、インフォーマルミーティングで承認を受ける．この委員氏名に関しては、次の年の9月のインフォーマルミーティングにおいて報告するものとする。領域代表が委嘱する審査員の任期は2年とし，任期後３年間は再任できないものとする．ただし経過措置として，初年度は領域代表が委嘱する6名のうち半数は任期1年とする． 

3） この規定にかかわらず3年以内に審査委員を経験した者が次期領域代表に選ばれた場合、次期領域代表の際は審査委員を務めるが、領域代表及び前領域代表の時は、直接審査に加わらないこととする。

4） 現に審査委員の任期中の者が次期領域代表に選ばれた場合は、例外的に前領域代表までの任期計４年間を務める。

